
2026 .7.18㊏～9.27㊐

2026 年 8月 20日㊍

18：30～19：30
オンライン開催（ Zoomウェビナー）

齋部 麻矢氏

（九州国立博物館 展示課 主任研究員）

お申込方法：
九経調ホームページ（https://www.kerc.or.jp）
またはQRコードよりお申し込みください。

★登録完了後、お申込確認メールが自動返信されます。

（ご参加方法、参加用URL、キャンセル方法記載）

※１：ネット配信サービス「Zoom」にてライブ配信致します。事前のアプリ

インストール（無料）を推奨しますが、それが難しい方は、ＷＥＢブラ

ウザ（Google Chrome）からご参加ください。

※２：安定したＷｉ－Ｆｉ環境下でご視聴ください。

※３：参加者の映像・音声・お名前などは表示されません。

※４：状況により、中止となる可能性があることをご承知おきください。

締 切： 8月18日（火）17:00 ※事前のお申込が必要です

参加費： 無料

お問合せ： 九州経済調査協会 （担当：牟田・片山）

TEL:092-721-4909   
E-mail: bizcoli@kerc.or.jp

主 催：公益財団法人九州経済調査協会 後 援：公益財団法人九州国立博物館振興財団

講 師

「氷河期展

ー人類が見た４万年前の世界ー」
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大阪府大阪市生まれ。

奈良大学文学部文化財学科を卒業。福岡県教育庁・九

州歴史資料館にて大宰府史跡などの発掘調査に従事、

2019年より九州国立博物館にて勤務。専門は日本

考古学（古代）。特別展「ポンペイ」、特集展示「人吉球

磨の玉手箱」「さわって体験！本物のひみつ」などを

担当。

特別展「氷河期展」は、今から約4万年～1万5

千年前の極寒の世界をご紹介するものです。

氷河期は氷に閉ざされた世界でマンモスたち

が行進し、人類がこれらと戦うイメージが強い

と思いますが、実はそれだけではありません。

本展では、当時を生きた巨大動物たちや人類

の復元された姿を紹介するとともに、氷河期

のしくみや調査研究で明らかになった環境、彼

らの生態、私たちに繋がる人類の新たな事実

などをご紹介しています。

本セミナーでは、展示作品に沿って氷河期の

世界を解説するとともに、更に詳しい鑑賞ポイ

ントや、近年更新されている新たな研究成果な

どもお話しします。

ネアンデルタール人復元模型
©2019 Sculpture ELISABETH DAYNÈS, France 
エリザベス・デイネス氏所蔵

クロマニョン人復元模型（クロマニョン１号）
©2025 Sculpture ELISABETH DAYNÈS, France

ケナガマンモス全身骨格（成体）、レプリカ
ライス・エンゲルホルン博物館所蔵
©rem, Foto: Sarah-Nelly Friedland

ステップバイソン生体復元模型
ライス・エンゲルホルン博物館所蔵
©Marc Steinmetz

ギガンテウスオオツノジカ生体復元模型
ライス・エンゲルホルン博物館所蔵
©Frank Gaudlitz

ネアンデルタール人頭骨
（ラ・フェラシー1号）
パリ国立自然史博物館所蔵
©MNHN

クロマニョン人頭蓋骨（クロマニョン2号）
パリ国立自然史博物館所蔵
©MNHN-JCDomenech
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用田鳥居前遺跡出土石器
神奈川県教育委員会所蔵
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